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Abstract

Tennessee Willians' works are characterized by a fusion of spirituality and sexuality

Symbols and images whichヽ Villiams uses to express the fusiOn are drawn fro■ l tⅥ/o sources,

mythical and mystical  ln ancient myths, man's sexual nature and his religious attitude are

inseparable  Vヽilliams'saintly ligures acting as priests of the pagan ritual of fertility are based

on this idea  The sexual experiences of Williams'characters often have close resemblance to

mystical experience  They serve as a vehicle to escape from the prison of the self and to attain

union with the other  The communion of spirituality and sexuality represents attempts to bring

fertilizing and regenerative power to the 、、アorld and orer solutions for spiritual isolation of

modern man
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Tennesseeヽ「ヽ11liamsは ,初 めてプロの劇団に

より上演 された彼の作品 B♂ナチ診 θノ
‐
4ηξ赤 を

“a play with intense rengiosity and hysterical

sexuahty coexisting in one person''1)と 表現し

ている。 このいわば公式のデビュー作 とも言え

る作品をはじめとして,宗教的なものと性的な

ものは一貫 して彼の作品世界における極めて重

要な要素 となっているように思われる。彼の作

品は多様な宗教的イメージ,宗教的モチーフに

満ちている。例えば主人公はしばしばキ リス ト

ヤこ (Bα″″ げ _/1ηξιた と 0ゅ力を姑 D2Gσι%″ηξ

の Val,“ One Arm"の OliVerな ど), ヒロイン

ヤよ聖母に (“ MiSS Coynte of Greene"の MiSS

Coynte,Pο γ′夕′α″θアα触協力%%α の MiSS Col‐

linSな ど)擬せられる。また何人かの登場人物は

神の探求者であり (S2ι′し′ιηかL盗サ働η%γ の

Sebastian,Tノιιミ導 チげ ナ′99逸フα%α の Shan‐
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nOnな ど),い くつかの作品では聖痕や神体示現

などの神秘的宗教現象が描かれている (Tア29

Rosι a"サ。。,T′ιゼフ′2サゲカル′,“Completed"な

ど)。 性については言 うまでもない。異常な性 と

暴力を好んで題材にする作家 とい うのが Wil‐

liamSの 一般的イメージである。

そして宗教 と性の問題は,Williamsに 関する

限 り別個に論 じられるべきものではなく,密接

に結びついている。両者の結びつきを示す具体

例 を二三挙 げ る と,例 えば彼 の描 くChriSt

ngureは 極めてエロティックな存在である。ま

た性的乱交にかける女性が聖母のイメージを

もって描かれた りする。正統的キ リス ト教にお

いては,宗教 と性は相容れないものと考えられ

る。先に言及 した Williamsの 作品に為ける宗

教的諸表象の lま とんどはキ リス ト教的なものだ

が,そ こに内在する宗教観念は正統的キ リス ト

教のそれとは異なるものと言える。また近代の

価値規範においても,精神 と肉体ははっきり区

別され,前者にのみ人間としての価値性が与え

られる。ゆえに宗教 と性を融合しようとする試
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